
清須市告示第４４号 

 

清須市庁舎エレベーター有料広告掲出要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、来庁者等が使用する市庁舎のエレベーター（以下「エレベー

ター」という。）への広告の掲出に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（掲出基準） 

第２条 広告の掲出に関する基準は、清須市広告掲載要綱（令和元年清須市告示第

１１号）第３条第２項及び清須市広告掲載基準（令和元年清須市告示第１２号）

第２条から第４条までの規定による。 

２ 前項に定めるもののほか、市税等を滞納している者に係る広告は、掲出の対象

としない。 

（規格） 

第３条 広告の規格は、縦２９７ミリ、横４２０ミリを超えてはならない。 

 （掲出位置） 

第４条 広告を掲出することができる位置は、エレベーターの籠内の壁面とする。 

（掲出枠数） 

第５条 広告を掲出することができる枠数は、エレベーター１基につき１枠とする。 

 （掲出期間） 

第６条 広告を掲出することができる期間は、月の初日から末日までの１月を単位

とし、１２月以内とする。ただし、年度を超える期間とすることはできない。 

 （掲出料） 

第７条 広告の掲出料（以下「掲出料」という。）は、１枠につき月額３，０００円

とする。 

（募集） 

第８条 広告の募集は、市ホームページ、広報清須等により行うものとする。 

（広告の掲出の申込み） 

第９条 広告を掲出しようとする者（以下「申込者」という。）は、清須市庁舎エレ

ベーター有料広告掲出申込書（第１号様式。以下「申込書」という。）を市長に提



出しなければならない。 

（掲出の決定等） 

第１０条 市長は、申込書を受理したときは、速やかにその内容を審査し、掲出の

可否を決定したときは、その旨を清須市庁舎エレベーター有料広告掲出決定（却

下）通知書（第２号様式）により、申込者に通知するものとする。 

（掲出料の納入及び広告等の提出） 

第１１条 前条の規定による広告の掲出の決定を受けた申込者（以下「広告主」と

いう。）は、市長が指定する期日までに掲出料を納付するとともに、掲出しようと

する広告又はその原稿（以下「広告等」という。）を市長に提出しなければならな

い。 

（広告等の確認） 

第１２条 市長は、前項の規定による広告等の提出があったときは、当該広告等の

内容が申込書の内容と相違していないこと及びこの告示に違反していないことを

確認するものとする。 

２ 市長は、前項の場合において、当該広告等の内容が申込書の内容と相違してい

ること又はこの告示に違反していることを認めたときは、広告主に対して広告等

の内容の変更を求めることができる。 

（広告主の責務） 

第１３条 広告主は、掲出した広告の内容について一切の責任を負うものとする。 

２ 広告等の作成費用は、広告主の負担とする。 

３ 広告主は、広告の掲出に係る権利を他の者に譲渡し、又は継承させてはならな

い。 

４ 広告主は、広告の掲出により第三者に損害等を与えたときは、自らの責任にお

いてこれを解決しなければならない。 

（掲出の取消し） 

第１４条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、広告の掲出の決定を取

り消すことができる。この場合において、市は、広告主に生じた損害の責めを負

わない。 

⑴ 第２条に規定する広告の掲出に関する基準に該当しないことが判明したとき。 

⑵ 市長が指定する期日までに掲出料を納付しなかったとき。 



⑶ 市長が指定する期日までに広告等を提出しなかったとき。 

⑷ その他市長が特に広告の掲出に支障があると認めたとき。 

（掲出の取下げ） 

第１５条 広告主は、自己の都合により、広告の掲出を取り下げることができる。 

２ 前項の規定により、広告の掲出を取り下げようとする広告主は、書面により市

長に申し出なければならない。 

（掲出料の返還） 

第１６条 納入された掲出料は返還しない。ただし、広告主の責めに帰さない理由

により、広告を掲出することができなかった場合は、掲出することができなかっ

た期間に応じ、掲出料を返還することができる。 

２ 前項ただし書の場合において１月に満たない端数がある場合の当該月分に相当

する掲出料の返還については、当該月の掲出可能日数による日割りとし、１０円

未満は切り捨てるものとする。 

（雑則） 

第１７条 この告示に定めるもののほか、エレベーターにおける広告の掲出に関し

必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 


